
金
滞
古
蹴
志
巻
サ
八

一
牟
問
b
T
兵
衛
一
骨
鑓
を
合
せ
、
深
手
負
ひ
け
り
o
則
ち
寧
功
御
吟
味

の
上
、
半
兵
衛
に
は
千
石
御
加
増
侯
下
、
か
ち
母
衣
十
五
人
奥
カ
に

付
け
給
ふ
。
と
あ
り
。
又
一
万
藤
十
四
年
に
、
奮
務
五
世
綱
紀
卿
取
立
て

給
ひ
し
利
家
卿
以
来
奉
仕
足
軽
由
緒
寄
に
、
粟
野
醤
内
と
云
ふ
者
、

利
家
卿
御
代
母
衣
歩
行
に
て
御
事
公
仕
り
‘
百
廿
石
被
昌
下
置
吋
と
見

h
、
叉
林
久
助
と
一
宮
ふ
者
・
利
家
卿
御
代
母
衣
徒
に

τ被
昌
召
出
一
五

十
石
被
一
-
下
世
吋
と
あ
り
。
叉
寛
文
十
一
年
堀
口
調
三
郎
由
緒
帳
に
.

組
父
堀
口
伊
右
衛
門
生
国
美
濃
に
て
、
金
森
法
印
に
仕
ふ
る
慮
、
利

家
卿
渡
溢
治
部
と
一
所
に
被
昌
召
寄
一
四
百
石
被
v
下
、
母
衣
被
a
仰
付
吋

と
あ
り
。
但
し
是
は
使
番
怠
る
母
衣
士
左
ら
ん
か
。
叉
宮
崎
氏
家
諮

に
、
二
代
宮
崎
磯
人
軍
元
、
慶
長
五
年
加
州
大
聖
寺
披
攻
の
時
鎗
奉

行
相
勤
め
、
脇
陣
後
母
衣
歩
行
十
人
・
足
騒
二
十
人
被
=
指
預
一
母
衣
歩

行
者
一
一
統
釆
地
三
百
石
脇
v
之
。
と
見
b
.
停
伽
雑
談
に
、
敬
基
覚
書

に
云
ふ
。
利
長
様
御
代
慶
長
六
年
よ
り
十
年
頃
ま
で
、
御
歩
母
衣
衆

と
て
、
共
の
頭
三
人
今
井
左
太
夫
・
中
村
瀬
五
左
衛
門
・
宮
崎
誠
人

也
。
左
太
夫
組
十
人
怯
‘

四
拾
七
石

四
拾
六
石

鈴

木

捕

次

内

聞

漣
γ

菩

兵

衛

一
、
四
拾
石

一
、
四
拾
三
石
五
斗

一
、
三
拾
七
石
五
斗

同

母
衣
衆

母
衣
衆

母
衣
衆

同同

山

-
御
歩
母
衣
衆
内

馬
場
理
右
衛
門

田

漣

新

助

野
木
江
五
兵
衛

三

田

八

兵

衛

八
木
宗
左
衛
門

安
井
牟
左
衛
門

大
場
九
左
衛
門

鈴

木

鐙

兵

衛

馬

場

丸

兵

衛

竹
下
次
郎
左
衛
門

田
議
侮
右
衛
門

猪
俣
仁
左
衛
門

市

林

喜

兵

衛

小
川
七
左
衛
閃

古
市
六
左
衛
門

商

鴎

左

助

吉

田

宗

兵

衛

稲

葉

加

兵

衛

立
川
伊
友
衛
門

背
木
久
左
衛
門

柴
垣
八
左
衛
門

松

回村

十

助

小
原
摘
左
衛
門

滋
野
櫨
左
衛
門

以
上
人
数
三
拾
七
人

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
八

高

橋

助

兵

衛

問

越

新

滅

菌
野
猪
右
衛
門

舟
木
四
郎
左
衛
門

山

岡

市

兵

衛

林

戎

邸

兵

衛

五
十
嵐
少
左
衛
門

小
崎
九
郎
兵
衛

野
木
江
提
左
衛
門

古
市
加
方
街
門

三

輪

久

之

佑

九

星

加

兵

衛

服
部
五
右
街
門

太

田

理

兵

衛

服

部

又

兵

衛

遜

新

丞

近

藤

勘

兵

衛

矢

部

緋

之

助

西
野
椴
右
衛
門

清
水
牛
右
術
門

太
間
滞
左
衛
門

高

橋

助

兵

衛

中
村
摘
五
左
衛
門
組
・
宮
崎
誠
人
組
に
も
十
人
宛
有
v
之
由
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
持
頭
系
譜
に
、
宮
岡
内
蔵
允
御
徒
母
衣
の
者
御
預
け
‘

寛
永
元
年
死
去
。
二
代
内
臓
允
御
使
番
‘
足
髄
頭
、
母
衣
御
歩
御
預

け
、
御
馬
廻
頭
、
高
治
元
年
死
昌
子
江
戸
吋
と
あ
り
て
‘
寛
永
四
年
士

幌
に
如
v
左
載
せ
た
り
・
。

四
拾
三
石
五
斗

四
拾
二
石
五
斗

四

拾

石

三
拾
七
右
五
斗

三
拾
七
石
五
斗

三
拾
六
石

四

拾

石

回

未
相
鋭
不
v
申
衆

一
、
四
拾
七
石

一
、
四
拾
六
石

一
、
三
拾
六
石

一
、
三
拾
七
石
五
斗

一
、
四
拾
石

御
代
官
母
衣
衆

母
衣
衆

母
衣
衆

母
衣
家

母
衣
衆

同同同同

知
行
合

千
二
百
八
拾
七
石

鈴

木

摘

次

内

周

遊

才

兵

衛

寺
岡
滑
左
衛
門

清
水
牛
右
衛
門

矢

部

才

助

停
伽
雑
談
に
も
、
寛
永
四
年
之
頃
は
人
高
三
拾
七
人
、
知
行
商
千
二

百
八
拾
七
石
配
賞
。
此
の
頃
は
御
使
番
の
手
に
属
し
、
諸
手
へ
御
伎

を
勤
め
し
由
、
古
人
之
物
語
也
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
、
母
衣
歩
行

は
、
寓
治
二
年
十
一
月
居
屋
敷
歩
数
定
書
に
見

h
た
る
後
は
‘
共
の

名
目
所
見
な
し
。
園
事
邑
披
問
答
に
、
高
治
二
年
新
規
に
歩
士
を
召

抱
え
ら
れ
、
二
拾
五
石
宛
賜
v
之
。
是
迄
の
歩
士
は
定
番
歩
と
成
る
。

是
よ
り
先
、
母
衣
御
歩
と
云
ひ
て
有
ν
之
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
高
治
二

年
に
母
衣
歩
は
止
め
ら
れ
し
也
。
混
見
摘
穏
に
、
営
家
に
て
母
衣
衆

は
横
目
白
、
小
々
一
勝
赤
、
使
番
資
赤
段
々
。
巴
前
は
足
駆
の
母
衣
を

進
め
申
す
よ
し
。
是
は
常
の
母
衣
よ
り
大
き
左
り
。
い
き
ほ
ひ
の
矯

め
也
と
一
宮
ふ
。
今
母
衣
町
は
右
の
足
極
在
v
之
所
と
い
ひ
停
ふ
。
と
い

へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
足
粧
に
母
衣
足
盤
と
い
ふ
も
の
あ
り
し
か
ど
、

母
衣
町
に
居
た
り
と
い
ふ
は
非
た
り
。
僻
伽
雑
談
に
、
母
衣
足
腕
と

云
ふ
者
百
人
在
ν
之
‘
知
行
三
千
石
被
昌
下
置
ア
今
の
五
十
人
町
共
の
.
組

地
友
る
よ
し
、
古
人
の
哨
也
。
と
あ
り
。

。
母
衣
武
者
事
略

文
安
元
年
の
下
串
集
に
云
ふ
。
純
作
=
母
衣
三
宮
孫
児
在
=
母
胎
-
時
。
頭




